







































































































































































































































































































































































































金融 A 社 販売 B 社
医療サービス事務
管理会社 C 社
１ 傾聴力 創造力 規律性
２ 課題発見力 実行力 傾聴力
















































































新人            ３～４年目 ５年以上 
１． 規律性（チーム） 主体性（アクション） 柔軟力（チーム） 
２． 傾聴力（チーム） 計画力（シンキング） 働きかけ力（チーム）





















クとつながり、また円は大きくないが、「新しい - 行員 - 考






















































性格 明るい やる気がある 柔らかい 根性がある
H J K L
１ 自主性 自主性 主体性 主体性
２ 状況把握力 傾聴力 状況把握力 柔軟性






５ 傾聴力 規律性 傾聴力 発信力
H J K L
１ ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー




























































































































H J K L
１ 相手がやり
やすいように
配慮して仕
事をする力
約束を守る
能力
コミュニケー
ション能力
コミュニケー
ション能力
２ 協調性 第一印象の
良さ
会にもつながるため、地元企業の求める「地元愛」を具体
的に表現する方法のひとつにもなりえるであろう。また、
企業、学生ともに「社会人基礎力」の順位付けの際にあげ
られていた状況判断力につながる根拠となりえたのが、学
生からの次のコメントである。
　 　
プロジェクト演習の授業って、仕事の一連の流れ、
PDCA サイクルを実現したような授業だって感じたので、
社会人０学期の授業だと思って取り組んでいました。私が
やった中で大きく感じたのは、自分のダメなところが見え
てくる授業だということです。グループでやる、協調性を
もってやる授業なのですが、話してわかってもらってみん
なでやるというよりは、いいよいいよ自分がやるよってい
う風にしてしまう、私の悪いところが授業の中で見えてき
たので。苦しいとかじゃないんですよ。自分でやってしまっ
た方が楽だからやってしまうっていうところが授業全体の
反省です。私がやってしまうのは、たぶん周りの人には
WINWIN なんです。パワーポイントとかなんですけど、私
も苦ではなくて、周りもありがとうって感じはあるのです
けど、それじゃダメな授業だったので。全部じゃないです
よ。でも過干渉というか私の負担が大きすぎたっていうと
ころを少し感じました。周りもいいし私もいいけどそれ
じゃだめだ、それじゃこの授業の意味がないなって感じた
ので。ちょっとだめだなって。
　 　
チームで、共通の目的を持ち動いていく中で、現在どの
ような状態で、どうすることが望ましいのかを、この科目
を通して学び体験を通して身につけている。自分のダメな
ところ、できていないところに気付く授業であるという「気
づき」は、状況判断力の向上に不可欠なものである。しか
し、プロジェクト演習は２年後期、就職活動後に履修する
科目である。１年次から、プロジェクト演習の様に他の科
目で学んだことを実践する要素を含んだ、一話完結ではな
い大河ドラマ型の、科目横断的キャリア教育を展開する必
要がある。
６．まとめと謝辞
インタビューにご協力いただいた地元企業を中心に、コ
ラボ型の実践的キャリア教育を企画していきたい。授業で
難しいようであれば、課外活動という形でも、体験の機会
を提供していくべきであると考える。今年度、広報メディ
アサークルを立ち上げ、南日本放送とのイベント協力や警
察の防犯動画への協力などの機会を提供することができた。
－33－
鹿児島県の地元企業と連携したキャリア教育のあり方
感染症の影響で体験の場が狭くなりがちであるが、学内だ
けでは体験できないことを体験できるプログラムの構築が
求められていると考えている。
全キャリア科目について具体的な、内容の変更まで言及
できなかったことが本研究の限界であるが、次年度はさら
に企業との連携を深め、キャリア科目の内容を具体的に企
業と連携した内容のものにしていきたい。
本論文執筆にあたり、お忙しい中長時間の聞き取りにご
協力いただいた金融機関　御採用担当者様、
鹿児島トヨタ自動車株式会社　諏訪様、
株式会社クリニカルパソロジーラボラトリー　藤井様、
また、協力を頂いた学生の皆さん、その他関わってくださっ
た全ての方に心より感謝申し上げます。
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